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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月22日(2008.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピーチ情報と筆記情報のうちの少なくとも１つを含む第１の情報源からの情報部分を
判定するステップと、
　前記第１の情報源からの前記情報部分に時間的に関連された第２の情報源からのコンテ
キスト情報部分を判定するステップと、
　前記第１の情報源からの前記情報部分と前記第２の情報源からの時間的に関連されたコ
ンテキスト情報部分に基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定するステップと、
　前記判定された認識モデルのうちの少なくとも１つに基づいて出力情報を判定するステ
ップと、
を含む、情報源から情報を認識する方法。
【請求項２】
　前記認識モデルが、音声情報、画像情報および触感情報のうちの少なくとも１つに関連
する特徴を認識する、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記コンテキスト情報が、サポート情報および共同ユーザー・フィードバック情報のう
ちの少なくとも１つである、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記出力情報が、提案されたノートである、請求項１の方法。
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【請求項５】
　前記サポート情報が、聴覚情報、視覚情報、触覚情報のうちの少なくとも１つに基づい
ている、請求項３の方法。
【請求項６】
　前記共同ユーザー・フィードバック情報が、ユーザー行為に基づいている、請求項３の
方法。
【請求項７】
　少なくとも１つの認識モデルが動的に判定される、請求項１の方法。
【請求項８】
　認識されたスピーチ情報を判定するステップと、
　コンテキスト的に関係づけられたサポート情報を判定するステップと、
　認識されたスピーチ情報およびコンテキスト的に関係づけられたサポート情報の間の類
似性を示す類似性メトリックに基づいて、前記認識されたスピーチ情報における顕著なト
ークンを判定するステップと、
　前記顕著なトークン、スピーチ情報、およびコンテキスト的に関係づけられたサポート
情報に基づいて出力情報を判定するステップと、
　前記類似性メトリックに基づいて出力表示属性を判定するステップと、
を含む、提案されたミーテイング・ノートを表示する方法。
【請求項９】
　前記出力表示属性が、スピーチ情報、コンテキスト情報、コンテキスト情報の再生また
は変換および顕著なトークンのうちの少なくとも１つの部分におけるズームである、請求
項８の方法。
【請求項１０】
　関連性メトリックおよび正確性メトリックのうちの少なくとも１つに基づいた表示のた
めの交互の顕著なトークンをランク付けするステップをさらに含む、請求項８の方法。
【請求項１１】
　時間、関連性スコア、および正確性スコアのうちの少なくとも１つに基づいて、ランク
付けされた交互の顕著なトークンを表示するステップをさらに含む、請求項８の方法。
【請求項１２】
　各ランク付けされた交互の顕著なトークンに関連されかつ関連性スコアおよび正確性ス
コアの少なくとも１つに基づいた選択領域を動的に判定するステップをさらに含む、請求
項８の方法。
【請求項１３】
　メモリと、
　スピーチ情報および筆記情報のうちの少なくとも１つを含む第１の情報源から情報部分
を検索しかつ第２の情報源からコンテキスト情報部分を検索する入力／出力回路であって
、前記第１の情報源からの情報部分が、前記第２の情報源からのコンテキスト情報部分と
時間的に関連づけられる入力／出力回路と、
　前記第１の情報源からの情報部分と前記第２の情報源からの時間的に関連づけられたコ
ンテキスト情報部分とに基づいて少なくとも１つの複合認識モデルを判定し、かつ少なく
とも１つの認識モデルに基づいて出力情報を判定するプロセッサと、
を備えている、情報源からの情報を認識するシステム。
【請求項１４】
　前記認識モデルが、音声情報、映像情報、および触覚情報のうちの少なくとも１つに関
連づけられた特徴を認識する請求項１３のシステム。
【請求項１５】
　前記コンテキスト情報が、サポート情報および共同ユーザー・フィードバック情報のう
ちの少なくとも１つである、請求項１３のシステム。
【請求項１６】
　前記出力情報が、提案されたノートである、請求項１３のシステム。
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【請求項１７】
　前記サポート情報が、聴覚情報、視覚情報および触覚情報のうちの少なくとも１つに基
づいている、請求項１５のシステム。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの認識モデルが動的に判定される、請求項１３のシステム。
【請求項１９】
　メモリと、
　認識されたスピーチ情報および概念的に関係づけられたサポート情報を受信する入力／
出力回路と、
　認識されたスピーチ情報における顕著なトークンを類似性メトリックに基づいて判定し
かつ認識されたスピーチ情報とコンテキスト的に関係づけられたサポート情報との間の類
似性を示し、前記顕著なトークン、スピーチ情報およびコンテキスト的に関係づけられた
サポート情報に基づいて出力情報を判定し、かつ前記類似性メトリックに基づいて出力表
示属性を判定するプロセッサと、
を備える、提案されたミーテイング・ノートを表示するシステム。
【請求項２０】
　前記出力表示属性が、前記スピーチ情報、コンテキスト情報、コンテキスト情報の再生
および変換、および顕著なトークンのうちの１つの部分におけるズーミングである、請求
項１９のシステム。
【請求項２１】
　関連性メトリックおよび前記正確性メトリックの少なくとも１つに基づいた表示のため
の交互の顕著なトークンのランク付けをさらに含む、請求項１９のシステム。
【請求項２２】
　ランク付けされた交互の顕著なトークンを、時間、関連性スコア、および正確性スコア
のうちの少なくとも１つに基づいて表示することをさらに含む、請求項２１のシステム。
【請求項２３】
　各ランク付けされた交互の顕著なトークンに関連したかつ前記関連性スコアおよび前記
正確性スコアのうちの少なくとも１つに基づいた選択領域を動的に判定することをさらに
含む、請求項２１のシステム。
【請求項２４】
　情報を認識するようにコンピュータをプログラムするコンピュータ・プログラムであっ
て、
　第１の情報源から情報部分を判定する命令と、
　前記第１の情報源からの前記情報部分と時間的に関連された第２の情報源からのコンテ
キスト情報部分を判定する命令と、
　前記第１の情報源からの前記情報部分と前記第２の情報源からの時間的に関連づけられ
たコンテキスト情報部分とに基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定する命令と、
　判定された認識モデルのうちの少なくとも１つに基づいて出力情報を判定する命令と、
を含むコンピュータ・プログラム。
【請求項２５】
　提案されたミーテイング・ノートを表示するようにコンピュータをプログラムするコン
ピュータ・プログラムであって、
　認識されたスピーチ情報を判定する命令と、
　コンテキスト的に関係づけられたサポート情報を判定する命令と、
　認識されたスピーチ情報とコンテキスト的に関係づけられたサポート情報との間の類似
性を示す類似性メトリックに基づいて前記認識されたスピーチ情報における顕著なトーク
ンを判定する命令と、
　前記顕著なトークン、スピーチ情報およびコンテキスト的に関係づけられたサポート情
報に基づいて出力情報を判定する命令と、
　前記類似性メトリックに基づいて出力情報を判定する命令と、
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を含むコンピュータ・プログラム。
【請求項２６】
　第１の情報源からの情報部分を判定するための手段と、
　前記第１の情報源からの前記情報部分に時間的に関連された第２の情報源からのコンテ
キスト情報部分を判定するための手段と、
　前記第１の情報源からの前記情報部分と、前記第２の情報源からの前記時間的に関連さ
れたコンテキスト情報部分とに基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定するための手
段と、
　前記判定された認識モデルのうちの少なくとも１つに基づいて出力情報を判定するため
の手段と、
を備える、情報を認識するためのシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の請求項１の態様によれば、情報源から情報を認識する方法が、スピーチ情報と
筆記情報のうちの少なくとも１つを含む第１の情報源から情報部分（１または複数の）を
判定するステップと、前記第１の情報源からの前記情報部分に時間的に関連された第２の
情報源からのコンテキスト情報部分（１または複数の）を判定するステップと、前記第１
の情報源からの前記情報部分と前記第２の情報源からの時間的に関連されたコンテキスト
情報部分に基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定するステップと、前記判定された
認識モデルのうちの少なくとも１つに基づいて出力情報を判定するステップとを含んでい
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の他の態様によれば、情報源から情報を認識する方法が、第１の情報源からの情
報部分（１または複数の）を判定するステップと、前記第１の情報源からの前記情報部分
に時間的に関連された第２の情報源からのコンテキスト情報部分（１または複数の）を判
定するステップと、前記第１の情報源からの前記情報部分と前記第２の情報源からの前記
時間的に関連されたコンテキスト情報部分に基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定
するステップと、前記判定された認識モデルのうちの少なくとも１つに基づいて出力情報
を判定するステップとを含んでいる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明の他の態様によれば、共同ユーザー・ノートを表示する方法が、第１の情
報チャンネルの複数の部分を判定するステップと、前記判定された部分に基づいて分野情
報を動的に判定するステップと、前記判定された部分に時間的に関連されたコンテキスト
情報を判定するステップと、共同ユーザー・フィードバック情報と、前記第１の情報チャ
ンネルの前記判定された部分および前記時間的に関連されたコンテキスト情報のうちの少
なくとも１つとに基づいて提案ノートを判定するステップとを含んでいる。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の他の態様によれば、情報源から認識されたトークンをランク付けする方
法が、適格性、文法性、意味論、統語論、談話構造、および談話分析、共同ユーザー・フ
ィードバック、第１の情報チャンネルおよびコンテキスト情報が分離される真性確率、音
声重複、前記コンテキスト情報における予測流れのうちの少なくとも１つに基づいた正確
性に基づいて顕著なトークンをランク付けすることを含む。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の請求項８の態様によれば、提案されたミーテイング・ノートを表示する方法が
、認識されたスピーチ情報を判定するステップと、コンテキスト的に関係づけられたサポ
ート情報を判定するステップと、認識されたスピーチ情報およびコンテキスト的に関係づ
けられたサポート情報の間の類似性を示す類似性メトリックに基づいて、前記認識された
スピーチ情報における顕著なトークンを判定するステップと、前記顕著なトークン、スピ
ーチ情報、およびコンテキスト的に関係づけられたサポート情報に基づいて出力情報を判
定するステップと、前記類似性メトリックに基づいて出力表示属性を判定するステップと
を含んでいる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の他の態様によれば、情報源からの情報を認識するシステムが、メモリと
、第１の情報源から情報部分（１または複数の）を検索しかつ第２の情報源からコンテキ
スト情報部分（１または複数の）を検索する入力／出力回路であって、前記第１の情報源
からの情報部分が第２の情報源からのコンテキスト情報部分に時間的に関連づけられる入
力／出力回路と、前記第１の情報源からの情報部分と第２の情報源からの時間的に関連づ
けられたコンテキスト情報部分に基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定し、かつ少
なくとも１つの認識モデルに基づいて出力情報を判定するプロセッサとを備えている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、本発明の他の態様によれば、情報源からの情報を認識するシステムが、メモリと
、第１の情報源から情報部分（１または複数の）を検索しかつ第２の情報源からコンテキ
スト情報部分（１または複数の）を検索する入力／出力回路であって、前記第１の情報源
からの情報部分が、前記第１の情報源からの情報部分のあいまいさをなくすのに有用な前
記第２の情報源からのコンテキスト情報部分と時間的に関連づけられる入力／出力回路と
、前記第１の情報源からの情報部分と前記第２の情報源からの時間的に関連づけられたコ
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ンテキスト情報部分に基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定し、かつ少なくとも１
つの認識モデルに基づいて出力情報を判定するプロセッサとを備えている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の請求項１３の態様によれば、情報源からの情報を認識するシステムが、メモリ
と、スピーチ情報および筆記情報のうちの少なくとも１つを含む第１の情報源から情報部
分（１または複数の）を検索しかつ第２の情報源からコンテキスト情報部分（１または複
数の）を検索する入力／出力回路であって、前記第１の情報源からの情報部分が、前記第
２の情報源からのコンテキスト情報部分と時間的に関連づけられる入力／出力回路と、前
記第１の情報源からの情報部分と前記第２の情報源からの時間的に関連づけられたコンテ
キスト情報部分とに基づいて少なくとも１つの複合認識モデルを判定し、かつ少なくとも
１つの認識モデルに基づいて出力情報を判定するプロセッサとを備えている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明の他の態様によれば、共同ユーザー・ノートを表示するシステムが、メモ
リと、第１の情報チャンネルから情報部分（１または複数の）を検索しかつ第２の情報チ
ャンネルからコンテキスト情報部分（１または複数の）を検索する入力／出力回路であっ
て、前記第１の情報チャンネルからの情報部分が前記第２の情報チャンネルからのコンテ
キスト情報部分と時間的に関連される入力／出力回路と、前記第１の情報チャンネルから
の情報部分と前記第２の情報チャンネルからの時間的に関連されたコンテキスト情報部分
に基づいて、前記第１の情報チャンネルからの情報部分に関連した分野情報を判定し、か
つ共同ユーザー・フィードバック信号と、分および前記第２の情報チャンネルからの時間
的に関連されたコンテキスト情報部分のうちの少なくとも１つとに基づいて、提案された
ノートを判定するプロセッサとを備えている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、本発明の他の態様によれば、情報源から認識されたトークンをランク付けするシ
ステムが、メモリと、入力／出力回路と、適格性、文法性、意味論、統語論、談話構造お
よび談話分析、共同ユーザー・フィードバック、前記第１の情報チャンネルのあいまいな
部分と前記コンテキスト情報が分離される真性確率、音声的重複、および前記コンテキス
ト情報における予測流れのうちの少なくとも１つに基づいて、前記入力／出力回路によっ
て受信された顕著なトークンをランク付けするプロセッサとを備えている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
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　本発明の請求項１９の態様によれば、提案されたミーテイング・ノートを表示するシス
テムが、メモリと、認識されたスピーチ情報および概念的に関係づけられたサポート情報
を受信する入力／出力回路と、認識されたスピーチ情報における顕著なトークンを類似性
メトリックに基づいて判定しかつ認識されたスピーチ情報とコンテキスト的に関係づけら
れたサポート情報との間の類似性を示し、前記顕著なトークン、スピーチ情報およびコン
テキスト的に関係づけられたサポート情報に基づいて出力情報を判定し、かつ前記類似性
メトリックに基づいて出力表示属性を判定するプロセッサとを備えている。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の請求項２４の態様によれば、情報を認識するようにコンピュータをプログラム
するコンピュータ・プログラムが、第１の情報源から情報部分（１または複数の）を判定
する命令と、前記第１の情報源からの前記情報部分と時間的に関連された第２の情報源か
らのコンテキスト情報部分（１または複数の）を判定する命令と、前記第１の情報源から
の前記情報部分と前記第２の情報源からの時間的に関連づけられたコンテキスト情報部分
とに基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定する命令と、判定された認識モデルのう
ちの少なくとも１つに基づいて出力情報を判定する命令とを含んでいる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、本発明の他の態様によれば、あいまいな情報を認識するようにコンピュータをプ
ログラムするコンピュータ・プログラムが、第１の情報源から情報部分（１または複数の
）を判定する命令と、前記第１の情報源からの前記情報部分と時間的に関連された第２の
情報源からのコンテキスト情報部分（１または複数の）を判定する命令と、前記第１の情
報源からの前記情報部分と前記第２の情報源からの時間的に関連づけられたコンテキスト
情報部分とに基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定する命令と、判定された認識モ
デルのうちの少なくとも１つに基づいて出力情報を判定する命令とを含んでいる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本発明の他の態様によれば、共同ユーザー・ノートを表示するようにコンピュー
タをプログラムするコンピュータ・プログラムが、第１の情報チャンネルの複数の部分を
判定する命令と、前記判定された部分に基づいて分野情報を動的に判定する命令と、前記
判定された部分と時間的に関連されたコンテキスト情報を判定する命令と、共同ユーザー
・フィードバック情報と、前記第１の情報チャンネルの前記判定された部分および前記時
間的に関連づけられたコンテキスト情報のうちの少なくとも１つとに基づいて、提案され
たノートを判定する命令とを含んでいる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２０】
　また、本発明の他の態様によれば、情報源から認識されたトークンをランク付けするよ
うにコンピュータをプログラムするするコンピュータ・プログラムが、適格性、文法性、
意味論、統語論、談話構造および談話分析、共同ユーザー・フィードバック、前記第１の
情報チャンネルのあいまいな部分と前記コンテキスト情報が分離される真性確率、音声的
重複、および前記コンテキスト情報における予測流れのうちの少なくとも１つに基づいて
顕著なトークンをランク付けする命令を含んでいる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の請求項２５の態様によれば、提案されたミーテイング・ノートを表示するよう
にコンピュータをプログラムするコンピュータ・プログラムが、認識されたスピーチ情報
を判定する命令と、コンテキスト的に関係づけられたサポート情報を判定する命令と、認
識されたスピーチ情報とコンテキスト的に関係づけられたサポート情報との間の類似性を
示す類似性メトリックに基づいて前記認識されたスピーチ情報における顕著なトークンを
判定する命令と、前記顕著なトークン、スピーチ情報およびコンテキスト的に関係づけら
れたサポート情報に基づいて出力情報を判定する命令と、前記類似性メトリックに基づい
て出力情報を判定する命令とを含んでいる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明の請求項２６の態様によれば、情報を認識するためのシステムが、第１の情報源
からの情報部分（１または複数の）を判定するための手段と、前記第１の情報源からの前
記情報部分に時間的に関連された第２の情報源からのコンテキスト情報部分（１または複
数の）を判定するための手段と、前記第１の情報源からの前記情報部分と、前記第２の情
報源からの前記時間的に関連されたコンテキスト情報部分とに基づいて少なくとも１つの
認識モデルを判定するための手段と、前記判定された認識モデルのうちの少なくとも１つ
に基づいて出力情報を判定するための手段とを備えている。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、本発明の他の態様によれば、情報を認識するためのシステムが、第１の情報源か
らの情報部分（１または複数の）を判定する手段と、前記第１の情報源からの前記情報部
分に時間的に関連された第２の情報源からのコンテキスト情報部分（１または複数の）を
判定する手段と、前記第１の情報源からの前記情報部分と前記第２の情報源からの前記時
間的に関連されたコンテキスト情報部分とに基づいて少なくとも１つの認識モデルを判定
する手段と、前記判定された認識手段のうちの少なくとも１つに基づいて出力情報を判定
する手段と、を備えている。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の何れかの態様によるコンピュータ・プログラムを実行するために使用可能なコ
ンピュータ可読プログラム・コードを具現するコンピュータ可読記憶媒体が提供されうる
。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、本発明の何れかの態様によるコンピュータ・プログラムを実行するためのデバイ
スにプログラムを伝送するようにコード化されたキャリアウエーブが提供されうる。
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